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B 81 曹部二重構造肌着の裸温性について
和洋々大文象政　o田口秀子川村一男

被　服　145

　目ft<7・腰部における号吋的冷えは，it'雌特膚の>^戈症候群の一つrあ3 ヵヽ".この解潮こ

は，キ通肌着の重私着等によって行わ,れる．いヽし，童ね着をし印希合ヽ一枚羞用よりも
重加iをし心

ヽ肴り妙feた　差ヵ怯i < '!

た，この現象を防ぐ･にぼ，f郵のみの保湿性を増おすitまり効であiこt も傾楠に

・C S'4匍今曰某Jカー*＼". 声ぷ脇鱒よS,背部をニ重構造にした綿／oor.，肌着を試作しtこ

のて゛，この効果をえるためシ3 ―ツについ了貫験を行った．労政・①牛通シa －ブーIt.

（D誉丞シ・－7 ●･杖.くD對ト重構造シ・－ツ弟昂の琵時について. 痩雖及K背却の皮

膚温を匯;･C，()隋の人工気候室内におい7測良した．また．嘩用したシ，－7の犀復申

いヽず･れも霖濯捗のもの）＼t. BK吹/ff違性試験桟により測χしり

％, ニ會樗這むs｀％ごあった，なあ，被験労ﾀﾞ･μ裴ば，上ｊ

－クー■ カ~ガガy乙寒才を戴じない様にし，下衣は^io嗜（ヽ^b今村）のir ミフレヤース

カート一枚で冷えt感じ?俤な顛慕とした，鯵果・人工気碩室内にT脊芦の後．各徊M

用の齢果，①では芦庫μず却の温叢叢*^'大老く, Rにおいで･ま建部. 首部fcも皮膚違i*上

昇し，ニ従若作付i保邁効果t認め臥ご収に対し③fitヽ背却皮ﾉ曹囁の上早ぽのと月

傾向であった，ま配芯゜Cの聖逼r着昂後. に*c.・－内にお･ﾅ^犀佩効剽こついても, S)

ご･ま皮膚温の下降･^少（．杖弟男口司傾向t 掌しにこのこり･｀り簿部の湊幻

シ・－ツの償却二童憐逢･よ，違和島もなく保湿勃果^ 齢アることか出未るもr> ヒ考え^ 。

B 82　　塞玲地<n 蓋秘的環境条件に直応した羞装り研完（第4報）

　　　　　気温/ゲc における下肢束顔都f± の^ 装左によ. る概丸麦<n支動

　　　　長野県短大　　　入来朋子　○柘　子穐　　申ム竹夏

　目的　寒玲な環境下, 守静梼坐姿勢･・は下肢末梢部位の冷却分猿鳶・、仝身的快直島じ~

少ながらぬ影響£与えている。本報T- I*、気流1 ♂c のｲ氏流環境下、下肢末顔舒位てあゐ

足部の着晨差か、愁充量（皮膚a, 衣服表面）および表面波( 良膚面,衣服表｡Si）にどの

ような影響と及ぼすかi 彦察し、主としt　截元曼。見把から足部保晨の効艮μついX 棟

討した.

　方迭　恒凌恒復皇^こおいて気温ﾉIP i ク｡5'c, K.日ワo ± Z '/,、気息/ク±Z こ％ec<n環境下、こ

れに適応した快連なi装とさ-t、前室3>ク分。休島守静表、穿静椅発姿幣^ 睨､験と行な。卜。

足部の恚笈夏は。ストzキニグヤソ､ヽ、クス, 入卜､ツキニゲオﾉ..,クA オ奎内ばきのZ条件

とし剥定は、岩下流。ほか、久膚植充麦、衣阪表面雛丸量, 良層羞、衣服衣面まと如rfhem

植変計によ り測克した. 測吏好此は昿上眺、前咄、手宵、下腿、足_t ・計6 都位. 被験

者はリヘ｡む才・律格が荒似し、かっ悛)il 期漸雁ま期r, 僥象なす-5- 学S-斗ち■? あろ、

　結果　;,　良禽擦流量V*室内ば2 i 吊により各部it -i･右胤な威ダヤ槌めらiK、k りz え

背では減少ヽか%レい。　　　え。　衣服面・杷充麦は.足肯z- 皇内ば5 4,吊により約5とﾌﾟ泌の

乍 胤な戎少かみられ、他部位^z比し減少ヽかヽ6S 集でHz. 刄　　3. 礼服表面ま丁必とﾀﾄ敬

服Tccとの差△丁と、夜服表li篠充量m相肉と着装別に穣訂I 乃結果, £内ばきを羞明しな

い場合l*紬叱、手肯、下腿? il)い正<n 湘淘が認めら^恥が、足肯Z' I* 担洵は認められなか

、仏　ま枇、奎内ばきを着用レト場合は足有為よ八下腿, 浩肴やあい玉の相㈲か認めら４

r=。


